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技術開発事例 受託研究 

笠間市地域交流センターいわまの 
陶板制作 支援先 

笠間市 

 

【開発の背景】 
笠間市では，市民や市外者を対象とした健康増進や情報発

信等の複合的な施設の建設を進めており，地元から採れる原

材料や笠間焼の伝統技法を活用した陶板の制作依頼がありま

した。 

地場産品のアピールのため，地域のシンボルをデザインモ

チーフとし，笠間焼の伝統技法や当センターで研究開発した

「箱田石」（市内箱田地区で採れる未利用素材）を釉薬に活用

した陶板（図 1）を制作しました。 

 

 

 
【開発の経緯・支援内容】 
①デザイン 

 神話に残る「天狗が守る六

角形のお堂」をモチーフと

し，愛宕山の山並をイメージ

したデザインとしました。 

②試作及び耐凍害性試験 

 山並を表現する技法を「釉 

下彩」（図 2）とし，箱田石を 

原料とした釉薬と従来釉薬の 

掛け合わせを検討し，滲み上り効果が高かったジルコン白釉を採用しました。 

 また，JIS A 5209(1994)に準拠して耐凍害性試験を行いました。 

１． ③製品 

 陶板一枚につき一文字の陶板を制作しました。なお，笠間土の地肌を山並みに見立てるための

マスキングや六角形に成形するための「土殺し」（粘土を均一にする）作業を工夫しました。 

 

【開発した製品の紹介】 
施工された陶板（図 3）は，耐凍害性試験で問題がみられ

ず，箱田石による釉下彩をはじめ，笠間焼伝統技法が屋外環

境でも耐えられることがわかりました。 

また，市民や利用者においては会議をはじめ，健康増進や

観光情報の提供，物産販売等の新たな拠点としての施設活用

が期待されます。 

今後は，この研究で得た知識やノウハウを笠間焼業界に移

転していく予定です。 
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図３ 施工された陶板 

図１ 制作した陶板 
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図２ 釉下彩試験結果 

笠間土への釉下彩技法の試験結果 
箱田石を用いた飴釉及び黒釉による下絵 


